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1. アカラシアに合併した金道癌の 1治験例
村島正泰(千大〉 
53議女性。 22年齢アカラシアの診断をうけブスコパン
投与をうけていたが，嘱下障害の増強・背部痛・るいそ
う出現し検査の結果食道癌の診断をうけ入院する。アカ
ラシアは SpII，Iulmに12cmのラセン型中分化型車平
上皮惑であった。 4000rad照射 BLM100mg投与後，
右開鞠開腹胸腔内食道全議胸壁前食道一胃吻合衛施行
し，諜達麗 Asであった。アカラシアに合併した食道癌
について文書えから頻度，年齢，性，病悩期間，症状，主主
占居部位と拡張度，治療について述べた。 
2. H千平i号筋肉腫の 1治験部
塚本総一郎〈千大〉
稀主原発性肝平滑筋肉撞の一例を経験したので報告す
る。 患者は 65歳女性。右季助部霜を主訴とし昭和56年 3
月14日当科入院。肝を 8横指触れ圧痛あれ亘Bs(ー〉 
AFP(ー )軽度貧血 ALP，LDH軽度上昇。 US，CT 
車管造影， USガイドの疲ヲi結抱診で月干弱震を疑い，
拡大野右葉切除撞行。彊療は 3365g，浸溝なし。組識学
的iこ平滑筋肉腫。術後 8月の現在経過良好である。 
倒1レカゴノーマのj夕、3. 
高在完〈千大)
症剖は左季肪部痛を主訴とする55歳の女性で，腹部撞
藩，糖尿病を認めるも，皮膚症状を認めず，血管造影に
て彊癌は hypervascularpatternを呈する。残念ながち
椅前vこ車中グルカゴンの検索は或し得なかったが，手術
摘出謀本の免疫組織化学的検討によ予グノレカゴノーマの
確診を得た本痘傍につき，本邦及び外国倒についての若
干の文献的考察を加え報告した。 
4. 猪灘型肝性脳症の 1治着実僻
中島一彰〈千大〉 
6年前よ雪反復する意識障害を呈した51歳男性。肝硬
変・持撞・食道静脈癌なし。 PTP~こて胃一腎静鹿短絡
による猪類型許性脳症と診断し短絡蕗遮断兼車行郭清を
行った。術前短籍路遮断前圧100mmH20，後 200，街中
毒出直60，後170mm註20，車中 NH3前123，後 25pg/dl。 
R15ICG前68.5，後15.2%，モ/レ比前誼1.3，後2.7と著
拐に改善した。 
5. 3冨治憲切除し得た異碍性多発大湯癌の 10Wg
伊藤 講〈千大〉 
55歳男性，主訴は腹部腫癌。既往壁泣， 1966年上行結
腸癌， 1970年S状結腸癌で， ともに治主主切除している。
今匝S状結湯癌手街11年後，腹部麗癌自覚し，来院。横
行結賜癌の診断iこて，手術諸行。三たび治癌切賎し得
た。異時性多発大湯癌は，本例を含め101例報告されて
いるが， 3田以上発生した侭は本例が7例目であ雪，文
富士的考察を加え，報告した。 
6. 肝組織片移植の基礎的研究(第一報〉
榎本和夫(千大〉
肝移植，急性肝不全等における一時的肝補助を自的と
して，月干全摘犬を作製し，教室渡辺の開発した mecha-
nical Chopperを用いて作製した肝組織片を辞内に移植
し，以下の検討を行なった。生存時間， HPTは，移植
群，全捕群で差はなく， 10%脂訪乳剤負荷試験では，正
常群，移埴群，全捕群で差はなく，アンチピリン負荷試
験では，移埴犬で，半減時間の短縮を認めた。今後さら
に検討する方針である。
